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令
和
5
年
度
の
事
業
開
始
に
あ
た

り
、
ご
あ
い
さ
つ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ま
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
会
事

業
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
4
年
度
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
を
は
じ
め
と
す
る
地
政
学
的

リ
ス
ク
の
高
ま
り
、
肥
料
・
飼
料
な

ど
生
産
資
材
の
価
格
の
高
騰
・
高
止

ま
り
な
ど
、
生
産
者
・
J
A
・
全
農

を
取
り
巻
く
環
境
は
よ
り
一
層
厳
し

さ
を
増
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
な

か
、
海
外
原
料
の
安
定
確
保
、
農
業

生
産
コ
ス
ト
低
減
、
生
産
性
向
上
、

販
売
力
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
を
す
す
め
、
2
0
3
0
年
の
全
農

グ
ル
ー
プ
の
目
指
す
姿
で
あ
る「
持

続
可
能
な
農
業
と
食
の
提
供
の
た
め

に〝
な
く
て
は
な
ら
な
い
全
農
〞で
あ

り
続
け
る
」の
実
現
に
向
け
て
歩
み

は
じ
め
た
1
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
食
料

安
全
保
障
や
持
続
可
能
な
農
業
へ
の

意
識
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
激
し
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
消
費
の
現
場
に
お
い
て
も
、
輸

入
比
率
が
高
い
品
目
の
国
産
化
や
国

産
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
を
は
じ
め

と
す
る
食
料
自
給
率
の
向
上
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
食

料
の
安
定
供
給
や
農
業
の
持
続
可

能
的
発
展
な
ど
に
向
け
、「
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
」の
見
直
し
議

論
が
本
格
化
す
る
年
で
も
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
変
化
に
対
応
す
る
べ

く
、
全
農
グ
ル
ー
プ一丸
と
な
り
生
産

者
と
消
費
者
を
結
ぶ
役
割
を
引
き

続
き
担
う
た
め
、
今
次
中
期
計
画
で

設
定
し
た
六
つ
の
全
体
戦
略（
①
生

産
振
興
、②
食
農
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

の
構
築
、③
海
外
事
業
展
開
、④
地

域
共
生
・
地
域
活
性
化
、⑤
環
境
問

題
な
ど
社
会
的
課
題
へ
の
対
応
、⑥

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
・
全
農
グ
ル
ー
プ
の
最

適
な
事
業
体
制
の
構
築
）
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
実
行
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
六
つ
の
全
体
戦
略
の
具

体
策
を
実
践
し
、
中
期
事
業
計
画
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る「
食
と
農

を
未
来
へ
つ
な
ぐ
」
を
実
現
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
変
化
の
激
し
い
時
代
は
、
必
ず
新

た
な
挑
戦
が
必
要
と
さ
れ
、
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
課
題
が
出
て
き

ま
す
。
食
料
や
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
で
、

多
く
の
課
題
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
生

産
者
・
組
合
員
・
会
員
の
皆
さ
ま
か

ら
の
全
農
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
期
待

を
強
く
感
じ
て
お
り
、
全
体
戦
略
の

実
践
に
よ
り
、
そ
の
期
待
に
応
え
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
そ
し
て
、
令
和
5
年
度
の
事
業
計

画
を
達
成
す
る
た
め
、
全
農
グ
ル
ー

プ
の
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
2
0

3
0
年
の
め
ざ
す
姿 〝
な
く
て
は
な

ら
な
い
全
農
〞の
実
現
に
向
け
て
、

今
後
も
変
わ
ら
ず
挑
戦
を
続
け
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
皆
さ
ま
と
築
い
て

ま
い
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〝
な
く
て
は
な
ら
な
い
全
農
〞へ

全
体
戦
略
に
グ
ル
ー
プ一
丸
で

た
ま
わ
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2
0
3
0
年
に
向
け
た

「
令
和
5
年
度
事
業
計
画
」

中期計画策定時の情勢認識

2030年の全農グループのめざす姿

持続可能な農業と食の提供のために
“なくてはならない全農”であり続ける

●国内人口の減少・高齢化、農業就業
者人口の加速度的な減少

●耕作放棄地の拡大、1経営体あたりの
耕地面積増加

●単身世帯・共働き世帯の増加、食の
簡便化ニーズやｅコマースの拡大

●新型コロナウイルス感染症による生活
様式・消費形態の変化

●海外人口の増加、穀物・資材原料な
どの国際的な調達競争激化
●SDGs（持続可能な開発目標）や「みど
りの食料システム戦略」への対応
●事業環境の変化や事業拡大に対応し
た人材育成が必要

●JA経済事業の基盤強化が急務

既存事業の強化にとどまらず、2030年を見据えた長期的な視点に立ち、
将来の変化を見据えた新たな事業を構築

2030年に向けた全体戦略
生産振興

　TAC活動の強化や革新的な技術などに
よる生産性向上、JA出資型法人への出資
など 、生産基盤の維持を最重要課題として
取り組みます。

1

食農バリューチェーンの構築
　集荷から販売の一貫したバリューチェーン
構築と国産原料を使用した商品開発、消費
者への情報発信により、食料自給率と生産
者所得向上に貢献します。

2

海外事業展開
　海外ニーズをふまえたマーケットインやアラ
イアンス、投資とリスク管理による輸出拡大、
輸入原材料の安定調達、海外事業の成長
戦略をすすめます。

3

地域共生・地域活性化
　生活インフラの整備や再生可能エネル
ギーの普及など、地域のくらしや自然を守り、
地域経済の活性化を支援します。

4

環境問題など社会的課題への対応
　環境負荷低減や地域循環農業に向け
た総合的・ 段階的な取り組み、カーボンニ
ュートラルに向けた未来型の商品・技術開
発をすすめます。

5

　多様な人材の確保や業務・事業体制の
再構築、財務・投資の最適化、ＤＸ戦略の
構築 、ガバナンスの強化などをグループが
一体となって取り組みます。

ＪＡグループ・全農グループの
最適な事業体制の構築

6
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地域共生・地域活性化4 海外事業展開3

肥料・飼料など必要な海外原料の安定調達・確保
マーケットイン・アライアンス・積極的投資を基本
戦略とする輸出事業の拡大
新たな事業機会の創出に向けた体制整備

ア.

イ.

ウ.

地域活性化に向けたネットワーク基盤づくり
中山間地域を含めた生活・エネルギーインフラの
維持
組合員サービスの充実に向けた新規事業などの取
り組み強化

ア.

イ.

ウ.

JAファーマーズ高崎棟高（2022年10月開店） りん安の輸入先を中国からモロッコに一部切り替え

JAグループ・全農グループの
最適な事業体制の構築6

JA営農・経済事業への支援強化
全農グループ経営の強化
本会の機能発揮に必要な人材育成とガバナンス
強化

環境問題など
社会的課題への対応5

地域性や農業現場の実態をふまえた環境負荷低
減の取り組み
脱炭素化の実現に向けた環境対策の取り組み
持続可能な農業の確立に向けた消費者理解の醸
成

ア.

イ.
ウ.

ア.

イ.
ウ.

鶏ふん堆肥の有効活用に向けた共同研究岐阜・三重・滋賀で共同利用する「中部広域青果物センター」

生産振興1食農バリューチェーンの構築2

生産性向上やコスト低減など最適な生産に向けた
提案
生産拡大・品質向上に向けた革新的な技術・商
品開発と実証・普及
担い手・家族経営への支援強化および地域の農
畜産物の生産支援
地域の農業用施設の整備と効率的な配送体制の
構築

ア.

イ.

ウ.

エ.

農畜産物流通に必要な物流体制・インフラの整備
多様な販売チャネルによる国産農畜産物の消費
拡大
魅力ある国産地域原料の発掘および国産原材料
を使用した商品開発
総合営業体制の構築と実需者への営業強化によ
る販売拡大
生産コストなどを考慮した適正な価格形成および
需給調整機能の発揮

ア.

イ.

ウ.

エ.

オ.
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
の
栽
培
実
証

青
果
物
の
複
数
県
域
に
よ
る
共
同

輸
送
試
験

災害などの
危機管理への対応

ア.

イ.
ウ.

コロナ禍にともなう社会的変容への対応
激甚化する自然災害からの復旧支援と災害への対応準備
重要家畜疾病対策の強化

米穀農産事業

園芸事業

営農・生産資材事業

畜産事業

生活関連事業

6,566

11,756

8,908

12,634

8,337

48,200

6,213

12,080

8,083

10,725

8,899

46,000

6,691

11,022

7,784

10,856

8,371

44,724

106

97

110

118

94

105

98

107

114

116

100

108合 計

（単位：億円、%）

事 業 年度 5年度計画 4年度計画 3年度実績 4年度計画比 3年度実績比

経営計画 　2030年のめざす姿の実現に向けた全体戦略の実践による事業拡大や、直近の
肥料・飼料原料相場をふまえ、取扱高は４兆8200億円を計画します。

令和5年度事業計画の具体策
　中期計画（令和4～6年度）で策定した六つの全体戦略を基本とし、地政学的リスクの高まりによる原料調達
競争の激化、資源価格の高騰、円安などによる輸入農畜産物価格の上昇など、変化する事業環境をふまえ、
具体策に取り組みます。
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地域共生・地域活性化4 海外事業展開3

肥料・飼料など必要な海外原料の安定調達・確保
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戦略とする輸出事業の拡大
新たな事業機会の創出に向けた体制整備
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本会の機能発揮に必要な人材育成とガバナンス
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生産性向上やコスト低減など最適な生産に向けた
提案
生産拡大・品質向上に向けた革新的な技術・商
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子
実
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栽
培
実
証

青
果
物
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域
に
よ
る
共
同

輸
送
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災害などの
危機管理への対応
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イ.
ウ.
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　中期計画（令和4～6年度）で策定した六つの全体戦略を基本とし、地政学的リスクの高まりによる原料調達
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News!

News!

県域でJA購買担当者ロールプレイング大会

子ども食堂と農業体験を共同企画

全国初の取り組み 職員の接客スキル向上を目指す

埼玉県本部と農産物を提供してきた県北 6JA

福島県本部

埼玉県本部

　
福
島
県
本
部
は
2
月
9
日
、J
A
福
島
ビ
ル
で
第
1
回
J
A
購
買
担

当
者
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
県
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。県
大
会
と
し
て

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
大
会
を
実
施
す
る
の
は
全
国
で
初
め
て
の
取
り
組

み
で
す
。

　
埼
玉
県
本
部
の
呼
び
か
け
か
ら
始
ま
っ
た
県
北
の
6
J
A
と
子
ど
も

食
堂
と
の
共
同
企
画
で
あ
る
農
業
体
験
の
開
始
を
記
念
し
て
、3
月
5

日
に
深
谷
市
の
Ｊ
Ａ
ふ
か
や
幡
羅
プ
ラ
ザ
で
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
J
A
購
買
担
当

者
が
接
客
対
応
を
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
形
式
で
競
い
合
い
、
接

客
ス
キ
ル
向
上
ひ
い
て
は
組
合

員
満
足
度
向
上
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。テ
ー
マ
は「
夏
場
に
田

ん
ぼ
の
畦け
い
は
ん畔
除
草
に
困
っ
た
担

い
手
農
家
が
、J
A
資
材
店
舗

に
相
談
に
来
た
…
」と
い
う
設
定

で
行
わ
れ
ま
し
た
。購
買
担
当
者

役
と
農
家
役
が
2
人
一
組
と
な

り
、
県
内
の
全
5
J
A
か
ら
9

　
ち
ち
ぶ
、埼
玉
ひ
び
き
の
、く

ま
が
や
、
ふ
か
や
、
埼
玉
岡
部
、

花
園
の
6
J
A
は
2
0
1
9
年

か
ら
地
域
の
福
祉
・
貧
困
対
策

と
し
て
子
ど
も
食
堂
へ
農
産
物

を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。県
本
部

の
呼
び
か
け
で
企
画
し
た
農
業

体
験
は
、
農
業
の
大
切
さ
を
学

組
18
人
が
出
場
し
ま
し
た
。参
加

者
は
会
場
に
集
ま
っ
た
関
係
者

約
30
人
の
前
で
、
日
頃
よ
り
磨

い
て
き
た
営
農
知
識
、
接
客
対

応
の
技
を
駆
使
し
、
農
家
の
悩

み
を
聞
き
、作
業
の
効
率
化
、省

力
化
の
提
案
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
J
A
ふ

く
し
ま
未
来
の
吉
田
桃
子
さ
ん

と
三
浦
幸
朗
さ
ん
チ
ー
ム
は
、

除
草
剤
の
商
品
ご
と
の
特
性
説

明
、
価
格
差
・
大
型
規
格
の
コ

ス
ト
メ
リ
ッ
ト
、
省
力
散
布
機

の
説
明
を
説
得
力
の
あ
る
ト
ー

ク
と
P
O
P
で
分
か
り
や
す
く

提
案
し
、
さ
ら
に
肥
料
農
薬
の

早
期
予
約
の
案
内
も
盛
り
込
む

な
ど
と
て
も
レ
ベ
ル
の
高
い
内

容
で
し
た
。

　
県
本
部
で
は
今
後
も
J
A
職

員
が
他
J
A
の
接
客
ス
キ
ル
を

学
び
、
組
合
員
満
足
度
向
上
に

つ
な
が
る
よ
う
に
取
り
組
む
考

え
で
す
。

び
、
子
ど
も
の
成
長
と
地
域
貢

献
を
目
的
に
3
月
か
ら
開
始
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、６
Ｊ
Ａ
を
代
表

し
て
Ｊ
Ａ
ふ
か
や
の
原
浩
組
合

長
が「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
持
つ

資
源
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、

子
ど
も
食
堂
利
用
者
が
食
農
教

育
の
一
環
と
し
て
家
族

で
農
業
体
験
で
き
る
よ

う
に
企
画
し
ま
し
た
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
成
長
の
た
め
、
県

北
６
Ｊ
Ａ
は
今
後
も
地

域
貢
献
し
、
皆
さ
ま
か

ら
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ

で
あ
り
続
け
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
」と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
子
ど

も
食
堂
の
利
用
者
約
70

人
の
児
童
と
家
族
は
Ｊ

Ａ
ふ
か
や
職
員
の
指
導

の
も
と
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
植
え
付
け
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

福島県内の全５JAから9組18人が参加

戸
田
雅
博
副
本
部
長
か
ら
県
産
米「
彩
の
き
ず
な
」

を
贈
呈
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News!

News!

News!

「エフピコフェア」で国産冷凍野菜を展示

東京で「頑張ろう東北！復興応援マルシェ」

ちよだ猫まつりで農協牛乳を無償配布

全農グループ惣菜部会 小売業や食品加工業にPR

東日本大震災から12年 中国四国５県本部とも連携

絵本『ねこはるすばん』とのコラボパッケージ発売へ

営業開発部

全農東北プロジェクト

酪農部・協同乳業㈱

　
全
農
と
全
農
グ
ル
ー
プ
会
社
10
社
で

構
成
す
る「
全
農
グ
ル
ー
プ
惣そ
う
ざ
い菜

部
会
」

は
3
月
7
～
9
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
開
催
さ
れ
た「
エ
フ
ピ
コ
フ
ェ
ア

2
0
2
3
」に
出
展
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
目
と
な
る

今
年
、全
農
東
北
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
3
月

8
～
10
日
、東
北
産
の
野
菜
や
加
工
品
の

ほ
か
、中
国
四
国
地
方
の
県
本
部
と
連
携

し
、各
県
の
特
産
品
を
並
べ
た「
頑
張
ろ

う
東
北
！
復
興
応
援
マ
ル
シ
ェ
」を
Ｊ
Ａ

東
京
ア
グ
リ
パ
ー
ク
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
全
農
と
協
同
乳
業
㈱
が
連
携
し
、６
月

に
絵
本『
ね
こ
は
る
す
ば
ん
』（
ほ
る
ぷ

出
版
刊
）と
の
コ
ラ
ボ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
農

協
牛
乳
を
発
売
し
ま
す
。そ
の
お
披
露
目

と
し
て
2
月
18
、19
日
に
開
催
さ
れ
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト「
ち
よ
だ
猫
ま

つ
り
2
0
2
3
」に
出
展
し
、農
協
牛
乳

の
無
償
配
布
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

※
全
農
グ
ル
ー
プ
10
社（
全

国
農
協
食
品
㈱
、全
農
パ
ー

ル
ラ
イ
ス
㈱
、J
A
全
農

青
果
セ
ン
タ
ー
㈱
、J
A

全
農
た
ま
ご
㈱
、J
A
全

農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
㈱
、
全

農
チ
キ
ン
フ
ー
ズ
㈱
、
協

同
乳
業
㈱
、
㈱
グ
リ
ー
ン

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
㈱
ア
サ
ヒ

ブ
ロ
イ
ラ
ー
、京
食
品
㈱
）

　
フ
ェ
ア
は
、食
品
容
器
ト
レ
ー
大
手
の

㈱
エ
フ
ピ
コ
が
主
催
し
、全
国
の
小
売
業

や
食
品
加
工
業
向
け
に「
商
品
開
発
」や

「
売
場
づ
く
り
」を
提
案
す
る
展
示
会
で
、

3
日
間
で
約
1
万
3
0
0
0
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

　
全
農
グ
ル
ー
プ
の
ブ
ー
ス
で
は
、北
海

道
産「
ほ
め
ら
れ
か
ぼ
ち
ゃ
」や
九
州
産

ゴ
ー
ヤ
、千
葉
県
産
菜
の
花
な
ど
、ブ
ラ

ン
ド
や
産
地
に
こ
だ
わ
っ
た
国
産
冷
凍

野
菜
を
幅
広
く
展
示
し
ま
し
た
。そ
れ
ら

を
活
用
し
た
あ
え
物
な
ど
の
冷
惣
菜
、豚

汁
や
炒
め
物
用
の
ミ
ー
ル
キ
ッ
ト
な
ど

の
冷
凍
惣
菜
も
併
せ
て
展
示
・
提
案
を

行
い
ま
し
た
。多
く
の
取
引
先
か
ら
商
品

の
問
い
合
わ
せ
や
商
談
の
要
望
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
で
4
回
目
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
、米

ど
こ
ろ
東
北
6
県
ら
し
く
ご
飯
に
合
う

加
工
品
や
、旬
の
青
果
物
な
ど
を
販
売
し

ま
し
た
。ま
た
、今
回
初
の
コ
ラ
ボ
と
な

る
中
国
四
国
地
方
の
鳥
取
、岡
山
、広
島
、

徳
島
、愛
媛
の
5
県
本
部
の
か
ん
き
つ
類

と
自
慢
の
農
産
加
工
品
を
販
売
し
ま
し

た
。お
客
さ
ま
か
ら
は
、「
選
ぶ
の
が
楽

し
い
」な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
震
災
の
被
害
と
復
興
へ
の

道
の
り
を
忘
れ
ず
に
、
後
世
ま
で
語
り

つ
な
げ
る
た
め
に
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま

し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の

回
答
で
東
北

六
花
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る

な
ど
、
多
く

の
方
に
産
地

復
興
へ
の
お

礼
を
伝
え
ま

し
た
。

　
全
農
の
ブ
ー
ス
で
は
、
農
協
牛
乳
の

ビ
ッ
グ
ダ
ミ
ー
を
抱
え
て
、猫
の
隣
の
ブ

ラ
ン
コ
に
乗
っ
た
よ
う
な
写
真
が
撮
れ

る
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、写
真
撮
影
を
し
て

く
れ
た
方
々
に「
農
協
牛
乳（
2
0
0
㍉

㍑
）と
コ
ラ
ボ
決
定
！
」の
チ
ラ
シ
を
2

日
間
で
2
0
0
0
人
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
６
月
の
牛
乳
月
間
に
発
売
を
予
定
し

て
い
る
コ
ラ
ボ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
、撮
影

パ
ネ
ル
の
イ
ラ
ス
ト
を
含
め
て
計
4
案

の
絵
柄
を
企
画
中
で
す
。農
協
牛
乳
の
販

売
エ
リ
ア（
関
東
・
東
海
・
関
西
地
区
）

で
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

来場者でにぎわう全農グルー
プのブース

東北や中国四国地方の特産品を買い求め
る来場者

「
絵
本
の
中
の
牛
乳
は『
農
協
牛
乳
』な
の
か
」と

の
問
い
合
わ
せ
か
ら
生
ま
れ
た
コ
ラ
ボ
企
画
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銀山のおくりもの

　世界遺産「石見銀山遺跡」の地、島根県大田市からお
届けする「石見銀山アスパラガス」は、市内で生産される良
質な堆肥を利用し、土づくりにこだわって栽培されていま
す。
　とろけるように柔らかく豊かな甘みもあり、塩ゆでしただ
けでもおいしく食べられます。定番の肉巻きやソテーに天
ぷら、サラダなど焼いて良し、ゆでても良し。さまざまな食
べ方で春の味覚をお楽しみください。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農の産地直送通販サイト

島根県大田市産 「石見銀山アスパラガス」
・・・・3500円（税込み）

　全農とJA全農ラドファ㈱は「農協シリー
ズ」の新商品となる「農協ごはん発芽玄米」
を開発し、2月24日からJAタウンで販売を
開始しました。　　　　         　【米穀部】

　「農協ごはん発芽玄米」は、健康志向の
高まりから需要拡大が期待される「発芽玄
米」を使用したパックごはんです。発芽玄
米は、GABA、ビタミンB1、ビタミンE、食
物繊維を豊富に含んでいます。もちもちと

した食感が特徴の宮城県産米「だて正夢」
を使用し、柔らかく食べやすい発芽玄米ご
はんに仕上げており、手軽においしく栄養
をとりたい方にぴったりな商品です。
　同ブランドのパックごはんとしては、
2021年7月に「農協ごはん」を発売開始以
降、2つ目の商品となります。全農は、JA
全農ラドファと連携し、パックごはんの販
売を通じて、国産米の消費拡大を推進して
いきます。

JA全農提供　BS朝日（BS５チャンネル）
俳優工藤阿須加さんが農家へ転身した様 な々人の“就農のリアル”に迫ります！
毎週水曜22:00～22:30放送

休刊のお知らせ
4月10日号は休刊いたします。
次号は4月17日号です。

新商品の「農協ごはん発芽玄米」

「ニッポンエール
国産かんきつ三種ブレンド」
（税込み172円）

「ニッポンエール
和歌山県産みかんゼリー」
（税込み151円）

　全農は㈱伊藤園とともに農業の持続性を
高め、国産農畜産物のおいしさや品質の良
さを広めていくために「ニッポンエール 国産
かんきつ三種ブレンド」と「ニッポンエール 和
歌山県産みかんゼリー」を共同開発しました。
3月27日から全国の量販店や伊藤園の自動
販売機で販売しています。　  【営業開発部】
　「国産かんきつ三種ブレンド」は、和歌山
県産温州ミカン、愛媛県産河内晩柑、広島
県産ハッサクの３種のかんきつ類を使用し

た清涼飲料水です。温州ミカンの甘酸っぱ
さ、河内晩柑のジューシーさ、ハッサクの程
よい苦みといった特長を生かすことで、甘酸
っぱい味わいと爽やかな香りが楽しめます。
　「和歌山県産みかんゼリー」は、ミカンの
代表的な産地の和歌山県産温州ミカンを使
用したゼリー飲料です。ぷるっとした食感と、
ミカンのまろやかな甘さが楽しめます。今後
も特色ある国産農畜産物の消費拡大と認知
拡大に貢献していきます。

「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
和
歌
山
県
産
み
か
ん

ゼ
リ
ー
」は
、
伊
藤
園
の
自
動
販
売
機

で
3
月
13
日（
月
）よ
り
先
行
販
売

新商品「農協ごはん発芽玄米」を発売
パックごはんでおいしく手軽に栄養を

かわちばんかん

伊藤園と「ニッポンエール
プロジェクト」2商品「国産かんきつ三種ブレンド」と

「和歌山県産みかんゼリー」を発売
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